
 

 

山中漆器産業技術センターの平成２５年度管理状況 
施設所管課 商工労働部経営支援課 

指定管理者 （財）山中漆器産業技術センター 

 理事長 宮 本 外 紀 

指定期間 平成 24 年 4 月 1 日～平成 27 年 3 月 31 日 

 

（１）管理業務の実施状況 

業務内容 具体的な業務（仕様書、事業計画）の実施状況 

「挽物轆轤技術」の後継

者育成 

 

 

 

 

 

 

 

挽物轆轤技術研修に関する業務 

 

 区分 研修生数（人） 講義時間（時間） 

基礎１学年 ６ １，４３２ 

基礎２学年 ４ １,３５６ 

専門１学年 ３ ６０８ 

専門２学年 ３（内１名休学） ７５６ 

 計 １６（内休学１名） ４，１５２ 
 

山中漆器産業に従事す

る人たちが利用しやす

い施設の管理運営 

 

 

施設及び開放機器の提供 

 施設、開放機器の使用（使用９１件１４６人） 

開館時間の延長 

利便向上のため開館時間を夜 9時まで延長（火曜及び水曜） 

 組合の体験教室事業のために臨時開館（11 月 2 日及び 3日） 

施設の情報提供、広報 

ホームページを運営 

関係機関との連携・協同の推進 

各種事業及び講座実施 

 ・漆芸教室         受講生 延べ５１３人 

 ・パソコン教室       受講生     ７人 

・山中漆器史研究      受講生     ６人 

・山中漆器需要開拓事業   受講生    １４人 

 ・挽物木地動向調査事業 

   

 山中漆器連合協同組合が取り組む産業振興事業をサポート。 

 石川県工業試験場と連携して、組合や従事者に技術を提供。 

その他特記事項 

・技術的な情報提供及び相談 

・利用者への図書の貸出 

 



 

 

伝統工芸に関心のある

県民（来県者を含む）が

利用しやすい施設管理

運営 

施設の使用受付、案内等の接遇向上 

・ 職員全員に対し挨拶等接遇マナーを徹底 

自主事業の企画・実施 

 企画展の実施（センター展示室、金沢駅ステーションギャラ

リー、石川県大阪事務所、地場産業振興センター） 

 体験教室等企画展の周知（関係機関及びホームページ） 

 県民への普及啓発事業（県政学習バスの受入） 

・ 見学者への説明   ８４６名 

・ 体験研修の実施   ２１７名 

収入の確保と経費の節

減、適切な維持管理 

授業料等の徴収に係る業務 

 授業料        ２，９５２，５００円  未納なし 

 施設・開放機器使用料    ３９，４６０円  未納なし 

効率的な維持管理 

・清掃委託   週１回の館内清掃 

・保守点検委託（消防設備、エレベーター、空調設備） 

・警備委託   夜間の機械警備 

・小規模修繕  クーリングタワーオーバーホール等 

（その他知事が必要と

認める業務） 

緊急時の対応・安全管理などの危機管理 

・緊急連絡網の策定 

 

（２）施設の利用状況 

①利用指標 

指標 Ｈ２４年度 

（参考） 

Ｈ２５年度 前年度比 増減理由 

研修生数（人） １５人 １６人 １０６．７％  

利用者数（人） １，９３０人 １，７７６人 ９２．０％  

 

②使用許可等の状況 

区分 許可件数 不許可件数 不許可理由 

施設使用 ４件       ０  

開放機器使用 ８７件       ０  

 

（３）使用料の収入実績  

利用料金の収入及び減免の状況 

区分 収入額 減免額 減免理由 

施設使用 ８，０６０円 ５，２４０円 山中漆器連合協同組合等の利用 

開放機器使用 ３１，４００円 ０円  

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（４）収支決算 

（千円） 

収入 支出 

管理料 ３４，７１５ 人件費 １２，５１６ 

授業料収入 ２，９５３ 委託料 ２，５３５ 

使用料収入 ３９ 光熱水費 １，６１５ 

  修繕費     １，９５８ 

  その他の管理費     ２，３４８ 

  轆轤研修事業費 １６，７３５ 

合計 ３７，７０７ 合計 ３７，７０７ 

収支差額 ０  

 

（５）その他、県が必要と認める事項（管理の実態を把握するために必要な事項） 

①利用者の意見等 

（ア）利用者アンケート結果 

・ろくろ研修事業（平成２６年３月実施 有効回答数１５件） 

項 目 回 答 

良い 概ね良い やや悪い 悪い 

利用者サービス ６０．０％ ４０．０％ ０．０％ ０．０％ 

施設の維持管理 ５０．０％ ３５．８％ ７．１％ ７．１％ 

・施設開放事業（平成２６年３月実施 有効回答数８件） 

項 目 回 答 

良い 概ね良い やや悪い 悪い 

利用者サービス ８７．５％ １２．５％ ０．０％ ０．０％ 

施設の維持管理 ８５．７％ １４．３％  ０．０％ ０．０％ 

・漆芸教室事業（平成２６年３月実施 有効回答数１５件） 

項 目 回 答 

良い 概ね良い やや悪い 悪い 

利用者サービス ９３．３％  ６．７％ ０．０％ ０．０％ 

施設の維持管理 ６０．０％  ３３.３％ ６．７％ ０．０％ 

 

（イ）利用者からの意見、苦情、要望 

年月 内容 対応 

平成 26 年 3 月 ・漆に関する授業や、轆轤の時間

がもっとあると良い。 

・轆轤を増設して轆轤授業を増やした

カリキュラムを編成し、カリキュラム

の見直しを含め、より良い研修内容と

なるように努力していきたい。 

・拭漆室が狭く、研修生の人数に

合っていない。 

・研修所の設備について、職員及び講

師陣で協議を行い、必要な設備は増設

していきたい。 



 

 

・木や漆についての座学がもっと

あれば良いと思う。 

・職員及び講師陣で十分協議を行い、

専門講師を検討し依頼したい。 

 ・土日のどちらか、研修所を開放

してほしい。 

・職員及び講師陣で十分協議を行い、

産業振興事業で対応できないか検討

したい。 

 

②事故、故障等 

年月 内容 対応 

 特になし  

 

③その他報告事項など 

 

特になし 

 

（６）評価結果 

評価項目 結果 所見（工夫、改善点） 

①サービスの維持・向上

や利用促進に向けた

取組みが行われてい

るか。 

Ｂ ・漆器に関する様々なスペシャリストを講師として招き、

研修生に対して高いレベルの研修を行っている。特に所

長（人間国宝）である川北良造氏自ら、所定講義回数以

上の技術指導を積極的に実施している。 

・研修生をはじめ、産地の漆器関係者に対して、山中漆

器産業の育成及び支援を行うための、調査等を積極的に

行い、国内産地からの挽物轆轤の受注システムの検討を

している。 

・児童生徒や一般を対象とした見学や体験教室等を積極

的に実施し、山中漆器の普及啓発に努めている。 

・組合員が自分の専門以外の漆に関する技術を習得する

漆芸研修に加えて、商品のリーフレットを自ら作成でき

るようにパソコン研修を実施している。 

・入学案内書は県内の高校へ持参すると共に、研修内容

について詳細な説明を行っている。また。高校の卒業予

定者を対象にした体験研修を実施している。 

・入学に関する問い合わせを受けた場合は、必ず事前に

当センターで体験を行うよう依頼している。入学前に「漆

器づくり」という仕事の厳しさを実感してもらうことで、

質の高い研修生を集めることができる。 

・地元の漆器事業者が施設・開放機器をより利用しやす

いように、研修所の開館終了時間を週２回（火曜及び水



 

 

曜）、午後５時から午後９時に延長している。 

・研修生や施設利用者を対象としたアンケートを実施し、

サービスの維持向上等に活用している。 

・木地挽物受注システムの運用を行うために、センター

のホームページを拡充している。 

②施設、設備及び備品の

維持管理及び修繕が

適切に行われている

か。 

Ｂ ・挽物轆轤研修事業を円滑に進めるために、設備の保守

点検を定期的に行うなど、適切な維持管理に努めている。 

・設備等が故障した場合は、研修等に支障が生じないよ

う速やかに修繕を行っている。 

・轆轤を挽く時に発生する木屑等を封筒や畜産物の床ど

こ等に利用している事業所に収集してもらい、リサイク

ルしている。 

③適切に管理運営・危機

管理を行う組織・体制

となっているか。 

Ｂ ・緊急連絡網を策定し、非常時に備えた危機管理体制を

整えている。 

・ノウハウをもった職員を適切に配置することで、漆器

業者の相談や見学・体験者への対応といった点を含め、

適切な管理運営を行っている。 

・各種の基礎データを整備・分析し、経費節減と環境に

配慮した管理を徹底している。 

・研修生、相談者の個人情報保護に留意している。 

総合評価 Ｂ ・山中漆器産業の育成及び支援を行うことを目的として、

適切な管理運営を行っているほか、山中漆器に関心のあ

る県民に対しての普及啓発事業も積極的に行っている。 

 
○評価基準 

Ａ（優）：仕様書等に定める水準を大いに上回っており、その結果、優れた実績をあげている 

Ｂ（良）：仕様書等に定める水準を十分に実施している 

Ｃ（可）：仕様書等に定める水準を概ね実施しているが、一部改善を期待する部分がある 

Ｄ（不可）：仕様書等に定める水準を下回っており、改善を要する部分がある 

 

○総合評価 

Ａ（優）：優れた管理運営がなされており、かつ、十分な実績をあげている 

Ｂ（良）：優れた管理運営がなされている 

Ｃ（可）：適正な管理運営がなされている 

Ｄ（不可）：改善が必要である 

 
※評価にあたっては、利用者アンケートの結果を考慮するものではないので注意すること 

（７）助言・指摘事項 

 

    特になし。 

 

 


